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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背壁ユニット（４）およびトップユニット（６）の広い面積を貫いて延びる少なくとも
１つの冷却空気通路と、ローリングコンテナを収容するボトム領域と、側壁ユニット（５
）と、を有しており、このとき冷却空気が、前記冷却空気通路と、前側において上から下
に向かって延びる冷却エアカーテンとによって、かつ前記ボトム領域を介して循環するよ
うに案内され、
　前記ボトム領域は、前記冷却空気を案内するために、コンテナの収容状態において該コ
ンテナの下に配置されたフラットなボトム構造体（２）を備えており、該ボトム構造体（
２）は、冷却室側のインナカバー（２０）と、該インナカバー（２０）の下に形成されて
いて、前記前側（８）から前記冷却空気通路の下側の背側部分に通じる床側の通路部分と
、を有しており、
　前記インナカバー（２０）は、奥行き方向において前から後ろに向かって延びる支持ス
トラット（２３０）を有する支持部材（２３）を用いて、設置床に向かって支持されてお
り、
　前記インナカバー（２０）に、該インナカバー（２０）の前側の縁部領域において、斜
め前方に設置床に向かって下降する、ローリングコンテナのためのランプ（２１）が接続
されているコンテナ冷蔵ケースであって、
　前記ランプ（２１）および／または該ランプ（２１）に接続する、前記インナカバー（
２０）の前側領域に、通気格子が設けられており、
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　前記支持部材（２３）は、その前側部分が前記ランプ（２１）の下まで延びていて、前
記ランプ（２１）の傾斜角に相応して前方に向かって降下するように斜めに面取りされて
いることを特徴とする、コンテナ冷蔵ケース。
【請求項２】
　前記インナカバー（２０）は、当該ケースの全幅にわたって、２つの側壁ユニット（５
）の間において延びている、請求項１記載のコンテナ冷蔵ケース。
【請求項３】
　前記インナカバー（２０）はその後側領域において、その前側領域に比べて前記設置床
に対して小さな間隔を有していて、前から後ろに向かって下降している、請求項１または
２記載のコンテナ冷蔵ケース。
【請求項４】
　前記ボトム構造体（２）の前記前側に沿って、該ボトム構造体（２）の前に運転状態に
おいて、床側のフロントパネル（３０）が配置されており、該フロントパネル（３０）は
、側部の支持アーム（３１）に保持されていて、該支持アーム（３１）を用いて前記ロー
リングコンテナの進入・進出のために上方旋回可能である、請求項１から３までのいずれ
か１項記載のコンテナ冷蔵ケース。
【請求項５】
　前記フロントパネル（３０）によって、前側の前記冷却エアカーテンを前記床側の通路
部分に導入する空気案内が形成されている、請求項４記載のコンテナ冷蔵ケース。
【請求項６】
　前記支持ストラット（２３０）は、直角な折曲げ部として、プレート状の支持部分（２
３２）に形成されていて、該支持部分（２３２）は、前記インナカバー（２０）の下側に
取り付けられている、請求項１から５までのいずれか１項記載のコンテナ冷蔵ケース。
【請求項７】
　前記支持ストラット（２３０）は、その下縁部に沿って、直角に折り曲げられた支持フ
ランジ（２３１）を備えている、請求項１から６までのいずれか１項記載のコンテナ冷蔵
ケース。
【請求項８】
　前記ボトム構造体（２）は、前記設置床に向いた側に、アウタカバー（２２）を有して
いて、該アウタカバー（２２）は、断熱性材料または非断熱性材料から形成されている、
請求項１から７までのいずれか１項記載のコンテナ冷蔵ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、背壁ユニットおよびトップユニットの広い面積を貫いて延びる少なくとも１
つの冷却空気通路と、ローリングコンテナを収容するボトム領域と、側壁ユニットと、を
有しており、このとき冷却空気が、冷却空気通路と、前側において上から下に向かって延
びる冷却エアカーテンとによって、かつボトム領域を介して循環するように案内される、
コンテナ冷蔵ケースに関する。
【０００２】
　このようなコンテナ冷蔵ケースは、独国特許出願公開第３２１０４２３号明細書に開示
されている。この公知のコンテナ冷蔵ケースでは、フロントパネルが、側部の支持アーム
に保持されていて、これらの支持アームを用いて、背壁側の領域において側部に配置され
た旋回軸受を介して上方旋回可能であり、これによってローリングコンテナを設置床に進
入させることができる。運転状態においてフロントパネルは、支持アームを介して下方に
向かって旋回させられ、前側の冷却エアカーテンが、進入したローリングコンテナの前お
よびローリングコンテナの下を貫いて背壁側の冷却空気通路に導入され、中央領域もしく
は上側領域において前方に向かって再び前側の冷却エアカーテンに変向されて循環する。
【０００３】
　コンテナケースの類似の構造は、独国実用新案第２０００００１２号明細書に開示され
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ており、このとき１つの変化実施形態では、フロントパネルの支持アームのための、前側
のケース領域に配置された側部の旋回軸受が、設けられている。このような形式の別の冷
蔵ケースは、欧州特許第０１５８２９７号明細書にも開示されている。
【０００４】
　欧州特許第０４４１３５７号明細書に冷蔵ケースが開示されているが、これは、ローリ
ングコンテナ用の冷蔵ケースではなく、この公知の冷蔵ケースでは、下側のフロントパネ
ルが、品物の比較的簡単な装入のために下に向かって下方旋回可能である。
【０００５】
　上に述べたコンテナ冷蔵ケースには、ケース内に進入させられたコンテナによって、冷
却空気流が不都合な影響を受けることにより、欠点が生じる。
【０００６】
　本発明の課題は、操作しやすい構造を有すると共に、冷却出力を効果的に使用すること
ができるコンテナ冷蔵ケースを提供することである。
【０００７】
　この課題は、請求項１に記載の特徴的な構成によって解決される。本発明の構成では、
ボトム領域は、冷却空気を案内するために、コンテナの収容状態において該コンテナの下
において延びるフラットなボトム構造体を備えており、該ボトム構造体は、冷却室側のイ
ンナカバーと、該インナカバーの下に形成されていて、前側から冷却空気通路の下側の背
側部分に通じる床側の通路部分と、を有しているようにした。
【０００８】
　このように構成することによって、ローリングコンテナは、簡単な操作でケース内に進
入およびケースから進出することができ、しかも冷却空気は、前側に形成された冷却エア
カーテンから床側の通路部分に、かつこの通路部分を通して下から背側の冷却空気通路内
に導かれる。このとき好ましくは、床側の通路部分の後側領域は、冷却通路の下部におけ
る背側領域にシール作用をもって接続されている。
【０００９】
　構造および機能のために好適な態様では、インナカバーは、奥行き方向において前から
後ろに向かって延びる支持ストラットを用いて、設置床に向かって支持されている。前か
ら後ろに向かって、つまり奥行き方向に延びている複数の支持ストラットは、このとき比
較的重く積載されたコンテナに対しても、設置床に対するインナカバーの安定した支持を
生ぜしめる。このとき好ましくは、ボトム構造体は、ケースの全幅にわたって、側壁ユニ
ットの間において延びている。択一的にボトム構造体は、このボトム構造体がローリング
コンテナの車輪の領域において設置床を解放していて、これによってローリングコンテナ
がケース内においてボトム上に位置し、かつボトム構造体の、床側の通路部分が車輪の間
に配置されているように、支持ストラットを備えて構成されていてよい。しかしながらこ
のような構成では、ローリングコンテナの幅とボトム構造体の幅との間における適合が必
要であり、このとき幅は種々様々であってよい。
【００１０】
　構造および機能のために好適な別の態様では、インナカバーが、ケースの全幅にわたっ
て、２つの側壁ユニットの間において延びており、インナカバーに、該インナカバーの前
側の縁部領域において、斜め前方に設置床に向かって下降する、ローリングコンテナのた
めのランプが接続されている。このとき水平に対するランプの傾斜角としては、１０°～
２５°の範囲、例えば１４°～１８°の範囲が好適であることが判明している。
【００１１】
　好適な空気案内による良好な機能のために好ましい態様では、ランプおよび／または該
ランプに接続する、インナカバーの前側領域に、通気格子が設けられている。
【００１２】
　インナカバーがその後側領域において、その前側領域に比べて設置床に対して小さな間
隔を有していて、前から後ろに向かって幾分下降しているように構成されていると、ケー
ス内におけるローリングコンテナの確実な設置が生ぜしめられる。このときインナカバー
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の前側領域が、インナカバーの後側領域よりも約０.５ｃｍ～２ｃｍだけ高く設置床の上
方に位置していると、通常のケース奥行きでは、後方への十分な傾斜が得られる。
【００１３】
　構造および機能のための別の好適な態様では、ボトム構造体の前側に沿って、該ボトム
構造体の前に運転状態において、床側のフロントパネルが配置されており、該フロントパ
ネルは、側部の支持アームに保持されていて、該支持アームを用いてローリングコンテナ
の進入・進出のために上方旋回可能である。
【００１４】
　冷却空気の効果的な使用のために好適な別の態様では、フロントパネルによって、前側
の冷却エアカーテンを床側の通路部分に導入する空気案内が形成されている。
【００１５】
　高い安定性および良好な空気案内を備えた有利な構造のために好適な態様では、支持ス
トラットは、直角な折曲げ部として、プレート状の支持部分に形成されていて、該支持部
分は、インナカバーの下側に、例えばリベット結合、ねじ結合、溶接または接着によって
取り付けられている。
【００１６】
　良好な安定性のために好適なさらに別の態様では、支持ストラットは、その下縁部に沿
って、直角に折り曲げられた支持フランジを備えている。
【００１７】
　床側のボトム部分に一義的な空気案内を備えた好適な構成を得る別の態様では、ボトム
構造体は、設置床に向いた側に、アウタカバーを有していて、該アウタカバーは、例えば
発泡プラスチックのような断熱性材料、または例えば単純な金属プレートのような非断熱
性材料から製造されている。断熱作用を有する構成は、例えば設置室の床加熱時にエネル
ギ最適化のために役立つ。
【００１８】
　次に図面を参照しながら本発明の実施形態について詳説する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】フロントパネルが上方旋回させられた状態におけるコンテナ冷蔵ケースを、斜め
横から見た斜視図である。
【図２】コンテナ冷蔵ケースのボトム構造体を、斜め前上方から見た斜視図である。
【図３】ボトム構造体を、斜め後方下から見た斜視図である。
【図４】図３に示したボトム構造体を下から見た図である。
【図５】図１に示したコンテナ冷蔵ケースを示す図であって、図５Ａは、フロントパネル
が下方旋回させられた状態を示す断面図、図５Ｂは、フロントパネルが上方旋回させられ
た状態を示す断面図、および図５Ｃは、斜め前上方から見た斜視図である。
【図６】図５Ａに示したコンテナ冷蔵ケースを示す図であって、図６Ａは、後側における
下側角隅領域を拡大して示す図、図６Ｂは、前側における下側角隅領域を拡大して示す図
である。
【００２０】
　図１において斜め前から示したコンテナ冷蔵ケース１は、ボトム構造体２を備えた１つ
のボトム領域、１つの背壁ユニット４、２つの側壁ユニット５および１つのトップユニッ
ト６を有しており、トップユニット６には、冷却装置７の複数のコンポーネントが配置さ
れている。コンテナ冷蔵ケース１の前側８は、開放している。さらにコンテナ冷蔵ケース
１は、図１において上方に向かって旋回させられたフロントパネル装置３を備えている。
【００２１】
　図２、図３および図４には、ボトム構造体２が詳しく示されている。ボトム構造体２は
、冷却室側のインナカバー２０、このインナカバー２０の前側の縁部領域において接続し
ていて通気格子を備えたランプ２１、およびインナカバー２０の下に配置された複数のプ
レート状の支持部材２３を有しており、これらの支持部材２３は、コンテナ冷蔵ケース１
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の奥行き方向において、つまり前から後ろに向かって延びている。図３もしくは図４に示
した実施形態では、インナカバー２０の下に、６つの支持部材２３が均等な間隔をおいて
、ケースの幅全体にわたって分配配置されている。これらの支持部材２３は、各１つのプ
レート状の支持部分２３２を有しており、この支持部分２３２は、インナカバー２０の下
側面に面で接触していて、このインナカバー２０に取り付けられている。支持部分２３２
は、奥行き方向に延びる側縁部に、下方に向かって直角に折り曲げられた支持ストラット
２３０を備えており、これらの支持ストラット２３０自体は、その下側において直角に外
方に向かってまたは択一的に内方に向かって折り曲げられた支持フランジ２３１を有して
いる。これらの支持ストラット２３０および支持フランジ２３１は、択一的に、別個に取
り付けられたＺ字形の成形ストリップから、または方形形状または正方形の横断面を有す
る中空成形体から成っていてもよい。しかしながら支持部材２３の図示の一体の構造は、
製造および支持機能のための利点、ならびに冷却空気の方向付けられた案内（これについ
ては以下においてさらに詳しく述べる）のための利点を提供する。インナカバー２０は、
支持部材２３と一緒に、１つまたは複数のローリングコンテナ用の安定した支持体を生ぜ
しめ、ローリングコンテナは、ランプ２１を越えて簡単に冷却室に進入することおよび冷
却室から進出することができる。そのためにボトム構造体２は、インナカバー２０と共に
比較的低く形成され、かつランプ２１は比較的小さな傾斜をもって形成されており、この
とき水平な設置床に対するランプ２１の傾斜は、１０°～２５°の範囲、好ましくは１２
°～２０°の間、例えば約１６°の範囲における傾斜角を有している。インナカバー２０
と設置床との間の間隔は、好ましくは、２～６ｃｍの間の範囲、例えば３～５ｃｍの間の
範囲にあり、このときインナカバー２０は、好適な構成では、後方に向かって傾けられて
おり、これによって進入させられたローリングコンテナが、冷却室における装入された位
置において確実に停止したままになる。例えば、インナカバー２０の前縁領域は、インナ
カバー２０の後縁領域に比べて０.５～２ｃｍだけさらに設置床から間隔をおいて位置し
ている。このように構成されている場合、支持ストラット２３０もまた、支持ストラット
２３０の鉛直方向寸法が、高さの相違に相応して、奥行き方向において前から後ろに向か
って小さくなるように成形されている。
【００２２】
　図４に示した実施形態では、支持部材２３はその前側部分がランプ２１の下まで延びて
いて、ランプ２１の傾斜角に相応して前方に向かって降下するように斜めに面取りされて
いる。ランプ２１は、前方上側にフランジ領域を備えた別体の部材として、インナカバー
２０に取り付けられていてよく、かつその下側面に、設置床に対して平行に内方に向けら
れたフランジ状の折曲げ部（Abkantung）を有していてよい。択一的に、ランプ２１はイ
ンナカバー２０に一体に取り付けられていて、インナカバー２０の横断面形状に相応して
屈曲されていてもよい。
【００２３】
　ボトム構造体２は、図１から分かるように、コンテナ冷蔵ケース１の全幅にわたって延
びていて、側壁ユニット５の下側領域に接続しており、この下側領域において、ボトム構
造体２は、好ましくはシールされて固定されている。ボトム構造体２は、このときコンテ
ナ冷蔵ケース１の幅方向において、一体に形成されているかまたは複数の部分から成って
いてよい。択一的に、インナカバー２０だけが一体であって、例えばランプ２１が幅方向
において複数の部分から成っていてもよい。
【００２４】
　図１ならびに特に図５Ａ、図５Ｂおよび図５Ｃがさらに示すように、フロントパネル装
置３は、フロントパネル３０の側部に結合された支持アーム３１を有しており、これらの
支持アーム３１は、フロントパネル３０の下方旋回させられた位置において前方に向かっ
て突出する、ほぼ水平に延びる支持アーム部分と、上方に向かって幾分後方に傾斜して延
びる支持アーム部分とを有しており、この支持アーム部分は、後方に向けられた接続部材
を介して、回転軸受によって、コンテナ冷蔵ケース１の後方の側部領域に旋回可能に結合
されている（図５Ａ参照）。フロントパネル３０の比較的単純な昇降旋回のために、支持
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アーム３１は、重力を減じる、旋回動作を容易にするピストンシリンダユニットを用いて
保持されている（ホルダ３２）。
【００２５】
　図５Ａおよび図５Ｂが示し、かつ詳細図である図６Ａおよび図６Ｂがさらに示すように
、背壁ユニット４は、冷却室を後方に向かって画定する内壁部分４０と、この内壁部分４
０から間隔をおいて位置する背側の、断熱性に形成された外壁部分４２とを備えている。
このとき内壁部分４０と外壁部分４２とは、その間に、鉛直方向の背壁通路４１を形成し
ており、この背壁通路４１は、背壁ユニット４の高さおよび幅にわたって延在している（
背壁ユニットの下側領域、上側領域および側部領域における幾つかの取付けエレメントを
除く）。背壁通路４１は、その下側領域において、ボトム構造体２の床側の通路部分に接
続されており、この通路部分は、インナカバー２０の下に形成されている。このときボト
ム構造体２の背壁側の部分は、背壁ユニット４にシール作用をもって接続されており、こ
れによって床側の通路部分と背壁通路４１との間にシールされた移行部を形成することが
できる。床側の通路部分は、このときその下側において設置床に向けられた側において、
アウタカバー２２によって覆われていてよく、このアウタカバー２２は、好ましくは支持
部材２３の支持フランジ２３１に取り付けられていて、単純な金属薄板から成っていても
、または例えば発泡されたプラスチック材料のような断熱性材料から形成されていてもよ
い。床側の通路部分はその幅が、好ましくは、側壁ユニット５の間におけるケースの全幅
にわたって延びており、このとき支持ストラット２３０は、互いに平行に並んで延びる個
々の空気案内通路の側部における空気案内を形成する。
【００２６】
　側壁ユニット５は、後方領域に鉛直な側部分を備え、かつ上側および下側領域に水平な
側部分を備えており、このときＣ字形に配置されたこれらの鉛直および水平の側部分の間
には、例えばプレート状の側壁エレメントが収容されている。下側の水平な側部分５０の
内側には、奥行き方向に延びる各１つのサイドビーム５１が台板（Sockel）のように取り
付けられており、このサイドビーム５１は、その上側で、下側の側部分５０内側面に対し
て、内方に向かって冷却室内に突出する段部を形成し、この段部には、支持アーム３１の
各下側の支持アーム部分が、フロントパネル装置３の下方旋回させられた状態において接
触している。図示の実施形態では、段部には、支持アーム３１を支持する支持体５２が取
り付けられている。
【００２７】
　下方旋回させられた状態において、前方に向かって幾分突出したフロントパネル３０は
、追加的な空気案内を形成しており、これによって背壁通路４１を通り、この背壁通路４
１に接続していてトップユニット６に形成された通路部分を通り、さらに前側８を介して
循環しながら流れる空気流を、ランプ２１の、斜め前方に向かって下降する通気格子を介
して、床側の通路部分に導くことができる。このとき空気流は、好ましくは背壁通路４１
に配置されたファンを用いて維持される。冷却空気は、冷却装置７によって準備され、こ
のとき空気冷却用の熱交換器もしくは気化器もまた同様に、好ましくは背壁通路４１内に
配置されている。ケースの全幅にわたって延びる背壁通路４１もまた、ケースの幅方向に
おいて互いに並んで位置する複数の通路に分配されていてよく、これらの通路は、冷却空
気を循環させるためのファンをそれぞれ備えていることができる。
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